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フルレン）を用いた。ラットはmicroPETにて撮影後、positron brain slice autoradiographyを行い両者の結果
を比較し、定量性、画像の均一性を検討した。更に、ラットを模したファントムを用いてmicroPETの性能につい
ても評価した。 
【結果】microPETとpositron brain slice autoradiographyとの定量的な相関は非常に高いもので（r2＝0.81）、
その画像もそれぞれの麻酔によるFDGの取り込み変化を表現していた。ファントムによる実験でNECR（noise 









 物理実験及びpositron brain slce autoradiographyを併用した比較実験を行ないmicroPETの定量性、画像
の均一性を検証した。 
 ラットを対象とし無麻酔及び麻酔下で脳の神経活動を18F－FDGを用いて検討した。麻酔薬は一般的に使用され
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ている6種類（1．ケタミン＋キシラジン2．抱水クロラール3．ペントバルビタール4．プロポフォール5．イ
ソフルレン6．ケタミン）を用いた。ラットはmicroPETにて撮影後、positron brain slice autoradiography
を行い両者の結果を比較し、定量性、画像の均一性を検討した。更に、ラットを模したファントムを用いて
microPETの性能についても評価した。 
 microPETとpositron brain slice autoradiographyとの定量的な相関は非常に高いもので（r2＝0．81）、そ
の画像もそれぞれの麻酔による FDGの取り込み変化を表現していた。ファントムによる実験で NECR（noise 
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